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原作は、63 歳で作家デビューした若竹千佐子の同名小説。 

芥川賞・文藝賞を W受賞した。沖田修一監督が映画化！ 

出演者：田中裕子、蒼井優、濱田岳、青木崇高、宮藤官九郎他 

◆9月 25日（土) ①9：30～12：18 

           ➁13:00～15:18 
場 所：レクザムホーム（大ホール） 

参加費：1,000円（小学生以下無料） 

主 催：高松市婦人団体連絡協議会 

申込み・問い合わせ先：087‐834-1165（吉岡） 

★入場券は参画センター受付でもお渡しできます。 

 

  

 

◆9月 23日（日・祝） 13：30～15：00 

場  所：参画センター学習研修室 3 

参加費：無料  託児：1週間前までに要予約 

＊次回は 10月 17日（日）13:30～15:00 

 

◆9月 9日（木) 10:00～11:30 は中止。 

場 所：参画センター学習研修室 3  

参加費：無料  託児：1週間前までに要予約 

＊次回は 10月 14日（木）10:00～11:30 
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◆9月 25日（土） 13：30～15：00 
場 所：参画センター相談室 

参加費：無料   

＊次回は 10月 16日（土）13:30～15:00 

 

 

 

 

 
 

 

 

仕事と生活の調和（ワーク・ライス・バランス） 

 2007 年 12 月に策定された「仕事と生活の調和（ワーク・ラ

イフ・バランス）と「仕事と生活の調和推進のための行動指

針」に基づき、数値目標が 2020 年であることを機に、総括

文書が公表されました。 

 公表指針では、政策によって一定の影響を及ぼすことので

きる 13 項目 18 指標については、3 項目が達成済み又はほ

ぼ達成、8 項目が順調でないものの進捗している、2 項目が

進捗していないという結果となりました。 

 達成したものを見ていくと、「週労働時間 60 時間以上の雇

用者の割合」は、2005 年以降は低下傾向になり、2020 年に

は５．１％で、目標値の５．６％をほぼ達成しています。 

  

 次に、「年次有給休暇取得率」ですが、時間外労働の上限規

制の適用が猶予されている建設事業、自動車運転の業務、医

師、鹿児島県及び沖縄県における砂糖製造業についても、2024

年 4 月から適用が開始されます。 

  

 

◆10月 8日（金） 10:00～11:30 

「言葉じゃないコミュニケーションを体験してみよう」 

◆11月 12日（金）10:00～11:30 

「自分を好きになるコミュニケーション」 
講 師：児玉 令江子さん（日本音楽療法学会認定・ 

音楽療法士） 

場 所：参画センター1・2・3   

参加費 無料   定員：20人程度  

託 児：あり・無料（1週間前までに要予約）  

ト ピ ッ ク ス 
 

（資料：内閣府 男女共同参画局  共同参画） 
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10月 22日（金）～24日（日） 
 

◆1日目 10月 22日（金） 

＜アトラクション・開会式・基調報告＞ 

記念講演 

2006年「私の仕事から」 

講師：林 真理子（作家） 

 ＜シンポジウム＞ 

 「日本女性会議 38年目の総括と未来 

  ～日本女性会議 2021in甲府からの提案～」 

 メインシンポジスト：上野 千鶴子（社会学者） 

 コーディネーター：風間 ふたば（2021実行委員長） 

 シンポジスト：2017～2021までの各大会実行委員長 

◆2日目 10月 23日（土） 

 ＜分科会・アトラクション＞ 

 特別講演 

 「オリンピック・パラリンピックの意義とは 

～そのレガシーの発展と継承～」 

講師:橋本 聖子（東京オリンピック・パラリンピック 

組織委員会会長、参議院議員） 

 

 

          参加者：延べ 5 人  場所：学習研修室 1・2  

       

8 月から始まった「つながりタイム」。今回は、子育て中の方 

が参加されました。現在の心境などを語り合い、共感しあったり、 

情報交換したり、打ち解けた雰囲気になりました。 

その後、臨床心理士による個別相談をしました。女性の方で、 

困っていること、悩みや心配事がある人は気軽にご参加ください！ 

参加費・託児ともに無料です。 

＜来月の予定＞  ＊毎月 3 回開催（１回 2 時間程） 

 ・9 月 4（土）9:30～ ・18 日（土）9:30～ ・23 日（木）13:30～  

                                                

 

参加者：279 人  場所：参画センター全体 

親子ふれあいの場として人気のある鉄道模型展が開催 

されました。Nゲージ、HOゲージ、夜景運転、DVD 上映、 

ペーパークラフトづくり、ぬり絵など親子で楽しんでいました。 

（参加者の感想） 

「電車の説明を聞かせてもらい、夜景運転も大人の方が 

興奮してしまいました」「Nゲージの車両をこまめに替えて 

くれて、子どもが飽きずに見ていました。私も楽しかったです」 

「小さなジオラマが細かに作られていて、感心しました」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「子どもが好きで、2 日連続で来ました。N ゲージ

がゆっくり見られて良かったです」「楽しかったので

また親子で来ます」「コロナが終わったら、またミニ

電車乗りたいです」等。 

 

 

 

◆2日目 23日（土）分科会内容 

・多様な性と家族、パートナーシップ 

・ジェンダーと DVに敏感な視点で日

常をみる 

・Iｔ Take a Village.村じゅう みんな 

で 

・ダイバーシティ・インクルージョン働

き方改革と男性の在り方 

・女性が起業するワケ 

・これでいいのだ、私の人生。私が

わたしの未来を創る。 

・未来へつなげる「農業・食」の魅力 

・環境から考える地域の未来 

・生まれてから死ぬまで地域でくらす

ために 

・”私らしく生きる”ためにあなたは？

地域は？ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 これまで関連法の整備として、2019 年 4 月に働き方改革関

連法が施行され、使用者に対し、10 日以上の年次有給休暇が

付与される労働者に対し、年 5 日時季を指定して有給休暇を与

えることが義務付けられました。 

 今後は、年次有給休暇取得率を 2025 年までに 70％とする成

果目標の達成に向けて、働き方改革関連法の周知や履行確保

を徹底するとともに、連続休暇を取りやすい時季に集中的な広

報を実施するなどの取り組みを推進します。 

 

 

  

 

  

↓生理用品提供窓口 

 

↓つながりサポート相談支援窓口 

 

 

 
 

 

  


